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第
四
十
八
条
の
十
六
中
「
第
一
条
」
の
下
に
「
、
第
二
条
の
三
」
を
加
え
る
。

第
四
十
八
条
の
十
七
第
四
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

第
四
十
三
条
の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
。

五

第
四
十
五
条
又
は
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
税
理
士
業
務
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
。

第
四
十
八
条
の
二
十
第
二
項
中
「
及
び
第
四
十
八
条
」
を
「
、
第
四
十
七
条
の
三
及
び
第
四
十
七
条
の
四
」
に
改

め
る
。

第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
二
条
の
業
務
に
お
い
て
電
磁
的
方
法
に
よ
り
行
う
事
務
に
関
す
る
規
定

第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
」
を
「
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
か

ら
第
十
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
第
二

項
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
第
四
十
八
条
、
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
五
条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
三
、
第
四
十
七

条
の
四
及
び
第
五
十
四
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
十
九
条
」
を
「
第
二
条
の
三

及
び
第
三
十
九
条
」
に
、「
、
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
五
条
」
を
「
及
び
第
五
十
四
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
」
に

改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
税
庁
長
官
は
、
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
税
理
士
で
あ
つ
た

者
か
ら
報
告
を
徴
し
、
又
は
当
該
職
員
を
し
て
税
理
士
で
あ
つ
た
者
に
質
問
し
、
若
し
く
は
そ
の
業
務
に
関
す
る

帳
簿
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
関
係
人
等
へ
の
協
力
要
請
）

第
五
十
六
条

国
税
庁
長
官
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
又
は
事
実
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
そ
の
他

税
理
士
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
人
又
は
官
公
署
に
対
し
、
当
該
職
員

を
し
て
、
必
要
な
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
閲
覧
又
は
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
の
規
定
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
条
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
中「
者

で
」
を
「
者
が
」
に
、「
も
の
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
違
反
し
た
者
」

を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中

「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
行
つ
た
者
」
を「
行
つ
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
違
反
し
た

者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
保
存
し

な
か
つ
た
者
」
を
「
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
の
規
定
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
の
規

定
」
に
、「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
第
四
十
九
条
の
十
九
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条

第
一
項
（
税
理
士
法
人
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
六
項
中
「
賦
課
決
定
（
」
を
削
り
、「
を
い
う
」
を「（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
（
賦
課
決
定
の
所
轄
庁

等
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
、
又
は
」
を
「
、
又
は
そ
の
内
国
消
費
税
の
納
付
を
」
に
、「
そ
の
内
国
消
費
税
の
納
付
を
」

を
「
納
付
受
託
者
（
国
税
通
則
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
（
納
付
受
託
者
）
に
規
定
す
る
納
付
受
託
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
委
託
し
、
若
し
く
は
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、「
と
あ
る
の

は
、」を
「
と
あ
る
の
は
」
に
、「
に
よ
る
申
請
又
は
届
出
の
場
合
の
」
及
び
「
に
よ
る
登
記
等
の
申
請
等
の
場
合
の
」

を
「
を
使
用
す
る
方
法
等
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
関
税
の
納
付
前
に
お
け
る
」
を
削
り
、「
受
取
り
」

を
「
関
税
の
納
付
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
又
は
」
を
削
り
、「
第
五
項
」を「
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
受
託
者
に
そ
の
納
付
を
委
託
し
、
又
は
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
、
第
四
項
」
を
「
、
第
六
項
」
に
、「
第
七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
、「
」
を

「
第
七
条
第
六
項
又
は
第
七
項
（
郵
便
物
の
内
国
消
費
税
の
納
付
等
）」と
、「
」に
改
め
、「
及
び
第
二
項
」を
削
り
、「
第

七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
六
項
又
は
第
七
項
（
郵
便
物
の
内
国
消
費
税
の
納

付
等
）」と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
第
七
条
第
六
項
又
は
第
七
項
」
と
、
同
条
第
四
項
」
に
、「
第
七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
、
同
法
」
を
「
第

七
条
第
六
項
又
は
第
七
項
」
と
、
同
法
」
に
、「
第
七
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
」
を
「
第
七
条
第
六

項
又
は
第
七
項
（
郵
便
物
の
内
国
消
費
税
の
納
付
等
）」と
読
み
替
え
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同

条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
郵
便
物
（
関
税
定
率
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
関
税
を
免
除
さ
れ
、
又
は
無
税
と
さ
れ
る
郵

便
物
を
除
く
。）に
係
る
内
国
消
費
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
郵
便
物
に
係
る
関
税
の
納
付
に
つ
い
て

関
税
法
第
九
条
の
五
第
一
項
（
納
付
受
託
者
に
対
す
る
納
付
の
委
託
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
国

税
通
則
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
納
付
受
託
者
に
対
す
る
納
付
の
委
託
）

の
規
定
に
よ
り
納
付
受
託
者
に
そ
の
納
付
を
委
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
二
項
の
郵
便
物
（
関
税
定
率
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
関
税
を
免
除
さ
れ
、
又
は
無
税
と
さ
れ
る
郵

便
物
に
限
る
。）に
係
る
内
国
消
費
税
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
国
税
通
則
法
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
納
付
受
託
者
に
そ
の
納
付
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
、「
の
申
告
等
の
」
を
「
の
申
告
、
納
税
等
の
」
に
、「
及
び
第

四
項
」
を
「
及
び
第
五
項
」
に
、「
第
三
十
五
条
第
二
項
（
期
限
後
申
告
等
に
よ
る
納
付
）」を
「
）
の
」
に
、「
第
三
十

五
条
第
二
項
（
修
正
申
告
等
に
よ
る
納
付
）
又
は
」
を
「
）
又
は
」
に
改
め
、「（
引
取
り
前
に
お
け
る
修
正
申
告
等

の
特
例
）」を
削
り
、「
に
係
る
納
付
）」を
「
）
の
」
に
、「
次
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
二
号
」
に
、「
同
条
第
四
項
第

二
号
」
を
「
同
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「「
期
限
後
申
告
等
」
と
あ
る
の
は
「
決
定
等
」
と
、」

を
削
り
、「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七

項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」に
改
め
、「
第
三
十
六
条
第
一
項
」の
下
に「（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、「（
同
項
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
七
条

第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
八
項
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を

「
提
出
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
隠
匿
し
た
者
」
を
「
隠
匿
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。」に
改

め
る
。

（
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
第
四
項
及
び
第
十
二
項
中
「
又
は
各
連
結
事
業
年
度
の
連
結
所
得
の
金
額
」
を
削
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
、
磁
気
テ
ー
プ
」
を
削
る
。

（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
六
第
一
項
第
二
号
中
「
、
磁
気
テ
ー
プ
」
を
削
る
。
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